
２０１７年１１月

首都高アドバイザリー会議

2020年及びそれ以降の首都高の取り組みに関する 

提 言 



「提言」にあたって 

森記念財団都市戦略研究所が毎年実施している『世界の都市総合力ランキン

グ』（2017 年版）において、2012 年オリンピック・パラリンピック大会を契機

に躍進したロンドンは、ここ６年連続で 1 位を獲得しており、見事にオリンピ

ックレガシーを具現化している。 

 一方、東京は、調査開始以降 8 年連続で 4 位であったが、昨今の訪日外国人

数の増加の影響などで 2016 年にはパリを抜いて初めて 3位となり、2017年に

おいても3位を維持するなど、躍進の兆しが見え始めている。 

2020 年オリンピック・パラリンピック大会招致の動機は、国際的都市間競争

が激化する中で、アジア地域の盟主としての東京のポジショニングを強化せね

ばならないという認識にあったと考える。 

その意義と意味を踏まえ、21世紀の世界的課題である都市問題に正対し、近

未来を支える遺産として相応しい首都東京の都市像と、個性豊かな地域、地方の

あるべき方向を具体的に示すことが肝要である。 

それに向けた課題のひとつには、高度経済成長期を中心に大幅に整備された

『社会資本の老朽化への対応』。それに加え、自然と人間社会のシステムを両輪

一体とした、柔軟で 柳に風“的な減災と過酷な事故や災害を克服する克災的概

念を統合した「いなし的レジリエンス」および代替えシステムとしての可能性に

訴求した「リダンダンシー」を念頭に置いた『防災性能の強化』。そして、世界

でも類を見ない超高齢化・人口減少が及ぼす生産力低下という課題を解決する

第 4 次産業革命を念頭に置いた『国際力の強化』など、かくなる革新的発想を

もって対応できるかが問われている。 



首都高は、巨大で機能集約された都市形成に対する影響力を発揮し、この第4

次産業革命と未来の国土像に積極的に貢献する覚悟を持たねばならない。 

さらにはそうした革命的変化に対応した都市像の変化各々に敏感に対応し、

2020 年を契機とし、それ以降をも見据えた長期的施策を明確にスケジュール化

し、大規模更新やその周辺の都市再開発も視野に入れた議論を深めるべき、との

認識から本提言に至った。 

この提言内容を踏まえ、首都高が積極的なアクションを実施するとき、首都高

ネットワークはさらに意味を増すことになるだろう。 

首都高が、長期的、持続的に東京の国際競争力強化を牽引するエンジンを担い、

また、その実現に向けて諸施策の実施や技術を深化することを改めて望んでや

まない。 

2017 年 11月 

首都高アドバイザリー会議 

委員長  涌井 史郎 
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第１章 総論 

（１）提言に至る背景 

新たな課題に直面 

◎拡大する訪日外国人への対応 
◎世界でも類を見ない超高齢・人口減少局面における生産力の低下 
◎首都直下地震等の災害リスクとインフラ老朽化 etc. 

いま転機を迎える 

◎東京の都市総合力ランキングは世界第３位 
⇒過去 8年は連続で 4位 
（上位 3都市（ロンドン・ニューヨーク・パリ）に食い込めない状況が続いた） 
⇒好調なインバウンド増などを背景に躍進の兆し 

「世界の都市総合力ランキング 2017（森記念財団）」

◎2020年の東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催 
（ロンドンは 2012年大会を契機に都市総合力ランキング1位へと躍進）

首都高アドバイザリー会議 
2020 年及びそれ以降の首都高の取り組みに関する『提言』

（現状） 

いま何が求められているか 

（課題） 

（転機） 
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（２）提言の基本コンセプト 

人・モノ・情報のダイナミックな対流を促進し、都市の持つポテンシャルを
最大限に発揮させ、首都東京の国際競争力の強化を力強く牽引

◆『長期的』な首都高の役割 

磨かれた技術を更に発展させ、
次の時代のレガシーとして継承

◎日本の表玄関の羽田空港とオリンピック施設を結ぶ路線を優先的に整備 
◎大会までに約33kmを開通させ、大会運営に大きく貢献

◎時代に応じた都市課題に対応しつつ、発展的にネットワークを拡大 
（約 319km） 

◎首都圏の経済活動を支える重要な交通インフラ

レガシーとして都市の成長に貢献 

国際都市としてのしつらえ 

成熟した都市の象徴としての「しつらえ」を整え、オリンピック・パラリンピッ
ク開催に伴い拡大する訪日外国人を含む多様な利用者への対応を強化する 

◆『3年後』における首都高の役割 

◆1964年 

◆現在 
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 営業中路線 318.9 ㎞  
事業中路線 18.7 ㎞

首都高ネットワーク（2017年 4月現在）
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（３）会社が取り組むべき３本柱 

 3 年後とその後を見据えた首都東京の国際競争力強化の観点から、成長を力

強く支えるエンジンとして会社が取り組むべき３本柱と重視すべき観点につい

て、次のとおり提言する。 

サ
ー
ビ
ス
の
向
上

◎首都高ネットワークの機能をより一層高めるとともに、拡大する訪日
外国人を含む多様な利用者に対応するため、ハード面・ソフト面を含め
『更なる定時性・快適性の向上』に取り組むべき 

◎首都高の魅力・存在価値を高めるため、拡大する訪日外国人を含む多様
な利用者に対応するため、『新たな付加価値の創出』に取り組むべき 

景
観
の
向
上

◎首都高の魅力・存在価値を高めるため、国際観光都市としての『身だ
しなみを整える修景』に取り組むべき 

◎あわせて、自然共生型の都市を具現化するため、『環境技術の検討・
開発』に取り組むべき 

安
全
・
安
心
の
追
求

◎首都圏の重要な交通インフラとしての使命を果たすため、『直面して
いる課題を着実に克服』、また、積極的に世界へ発信し、更に拡大す
る訪日外国人を含む多様な利用者の安全対策に積極的に取り組むべき 

3 年後
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◎東京の国際競争力の強化を支えるため、情報提供や走行支援を発展させ、
『信頼性の高い道路交通サービスの確立』に取り組むべき

◎成熟した都市東京の新たな姿を創造するため、『都市再生との連携等によ
る革新的なサービスの創出』に取り組むべき

◎東京のポテンシャルを高め、魅力的な都市の姿を創造するため、新たな価
値を創出する構造美の演出等により、附属施設物も含めた『バージョンア
ップした首都高景観の確立』に取り組むべき 

◎あわせて、自然共生型の都市を具現化するため、『環境技術の開発・導入』
に取り組むべき 

◎東京の国際競争力の強化を支え、海外からの投資を促進しやすい環境を整
えるため、首都直下地震等の災害によるリスクや不安を払拭すべく、『長
期的な安全・安心の確立』に取り組むべき 

長期的
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第２章 各論 

（１）会社が実現を目指すべき取り組みの方向性 

 会社が実現を目指すべき取り組みの方向性について次のとおり提言する。 

１）サービスの向上 
■『更なる定時性・快適性の向上』に係る取り組みの方向性 

■『新たな付加価値の創出』に係る取り組みの方向性 

3 年後

3年後

◎着実なネットワーク整備等の推進による首都圏の道路交通の円滑化 
 ・ネットワーク整備やボトルネック対策を着実に推進するとともに、ソフト対策

も含む効率的な賢い利用を促進 

◎わかりやすい誘導案内・情報提供の向上による多様な利用者への対応強化 
 ・訪日外国人を含む多様な利用者が快適に首都高を利用できる環境を整えるた

め、ナンバリングや多言語化等のわかりやすい誘導案内・情報提供を促進

◎首都高ライフを楽しんでもらう新たな施策による首都高の魅力発信 
 ・首都高を利用すること自体が観光の目的となるような取り組みを推進 
 ・都市内高速特有の用地制約を考慮しつつパーキングエリアサービス拡充を推進 

◎首都高を知る・感じる機会の創出 
 ・参加型の PR活動等により新たな首都高ファンを獲得 

◎多様な利用者へのおもてなし 
 ・高齢者や障害者の方も積極的に社会参加できるよう対応を強化 
 ・お客様第一の精神を具現化 
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■『信頼性の高い道路交通サービスの確立』に係る取り組みの方向性 

■『都市再生との連携等による革新的なｻｰﾋﾞｽの創出』に係る取り組みの方向

性 

長期的

◎超高齢社会における社会活動への参加機会創出のための更なる環境整備 
 ・首都高上での自動運転の高度化に向け、様々なニーズに適応した進化型道路交
通サービスの確立を目指す 

長期的

◎都市再生と連携した新たな利用形態の創出等による新たな都市像の創造 
 ・大規模商業施設や、超高齢社会を見据えた医療モール等の沿道再開発と一体と
なった施設の整備等を目指す 

 ・高架下空間の有効活用や自然エネルギーの創出等、既存の枠組みにとらわれな
い幅広い新たな取り組みを目指す 

 ・日本橋周辺における首都高地下化のような、大規模更新事業と連携し都市再生
及び魅力ある都市環境の創造に貢献することを目指す 
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２）景観の向上 
■『身だしなみを整える修景』に係る取り組みの方向性 

■『環境技術の検討・開発』に係る取り組みの方向性 

◎国際観光都市としてのシンボリックな構造物や主要観光地周辺等の修景 
 ・国際観光都市としての象徴的なランドマークとしての修景 
 ・国際観光施設や主要観光地周辺等の視点場からの眺めに配慮した修景 
 ・長大橋など首都高構造物のライトアップ 

◎訪日外国人も意識した水辺の修景 
 ・観光船やリバークルーズ船からの眺めに配慮した修景 

◎景観資源を引き立てる走行空間及び高架下等の修景 
 ・東京タワー等のランドマークが景観資源として引き立つ修景 
 ・都市空間を引き立てる高架下からの視点に配慮した美観の向上 

3 年後

3年後

◎走行安全性等に配慮した環境技術の検討・開発 
 ・技術開発動向も踏まえ、走行安全性や維持管理性に優れた多機能性緑化技術につ
いて検討及び開発を促進 

 ・周辺環境の向上に寄与する、遮音壁などの附属施設物を機能アップ 
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■『バージョンアップした首都高景観の確立』に係る取り組みの方向性 

■『環境技術の開発・導入』に係る取り組みの方向性 

長期的

長期的

◎自然共生型都市を具現化する環境技術の開発・導入 
 ・技術開発動向も踏まえ、走行安全性や維持管理性に優れた多機能性緑化技術の導

入を目指す 

◎新たな価値を創出するジャンクション等の構造美の演出 
 ・都市内高速特有の複雑なジャンクション等の構造美を演出 

◎都市環境との共存を図る景観整備 
 ・周辺の都市整備及び再開発にあわせた景観整備 

◎水上及びウォーターフロント等の地の利を活かした景観の演出 
 ・ライトアップ等を用いた都市景観を演出 

◎高架下からの視点も踏まえ、都市空間の美観向上 
 ・都市空間を引き立てる美観と構造物の維持管理性を兼ね備えた附属施設物の採
用等により、首都高景観のバージョンアップを目指す 
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３）安全・安心の追求 
■『直面している課題を着実に克服』に係る取り組みの方向性 

3 年後

◎道路構造物の維持管理の高度化 
 ・24 時間 365 日、安全で安心な首都高を提供し続けるため、ICTを駆使した
点検・補修・補強の維持管理の高度化・効率化を推進 

◎着実な更新事業の推進と更新技術の発信 
 ・更新事業を着実に推進するとともに、更新事業のショーケース化等を通じて
更新事業の必要性や更新技術について、国内・国外へ向け積極的に発信 

◎多様な利用者の交通安全対策の徹底 
 ・訪日外国人や高齢者を含む多様な利用者に対する、交通安全対策の更なる徹
底を推進 

◎災害発生時の迅速な対応強化とテロ対応強化
 ・社会インフラとしての信頼性を確保するため、災害発生時の迅速な対応への
万全な備え 

 ・サイバーセキュリティー対策も含め、脅威を増すテロについて近年発生して
いる傾向を踏まえ対応を強化 
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■『長期的な安全・安心の確立』に係る取り組みの方向性 

長期的

◎長期的な構造物の安全・安心の確保 
 ・海外から投資しやすい環境を整えるため、災害等によるリスクや不安を払拭 
 ・大規模更新・修繕等の取り組みを計画的に実施する。また、それを支える安

定的な財源確保が望まれる 

◎超高齢社会における社会活動への参加機会創出ための更なる環境整備 
 ・首都高上での自動運転の高度化に向け、様々なニーズに適応した進化型道路

交通サービスの確立を目指す 

◎防災・減災空間としての首都高の役割追求 
 ・海外から投資しやすい環境を整えるため、災害等によるリスクや不安を払拭 
 ・構造物が防災・減災空間となり、首都高自体が安全・安心を与えるポイント

となることを目指す 
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おわりに 

 首都東京が置かれている現状及び直面している都市特有の課題に適切に対応

していくためには、首都高こそが重要なエンジンの役目を担うことが必要とさ

れることから、3年後の大会開催を控えたいま、本提言を行うに至った。 

提言においては、3年後とその先の東京の国際競争力の強化などを視野に

「取り組むべき3本柱」と「重視すべき観点」、それらを踏まえた「会社が実

現を目指すべき取り組みの方向性」を取りまとめた。 

この方向性より導き出される取り組みをひとつでも多く実現するため、会社

が前述の役割を再確認し、首都東京の更なる成長のため一念発起されることを

期待したい。 
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首都高『今昔物語』 

日本橋                 銀座

渋谷                一ノ橋 

昭和30 年代後半 昭和30 年代後半

現在現在

現在 現在

昭和30 年代後半 昭和40 年頃
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首都高アドバイザリー会議 

2017 年 11月 



参考-0 

（参考資料） 

     参考１．首都高の社会的役割の変遷 

     参考２．東京及び首都高の現状 

     参考３．アドバイザリー会議 委員名簿 

     参考４．アドバイザリー会議 開催経緯 



参考-1 

参考１．首都高の社会的役割の変遷 

ポイント

＜時代背景＞ 

＜首都高の社会的役割＞ 

首都高ネットワーク整備の変遷  

平成初期 

環境問題 

交通問題 

 昭和 40年代後半 

高度経済成長 

 東京への一局集中 

昭和 30年代 

都心部における 

激しい交通渋滞 

  機能的ネットワーク 

 拠点間連携の強化 

  全国路線網との 

  一体化 

都心部一般街路の補完 

オリンピック大会の成功 



参考-2 

参考１-１首都高の成り立ち 

 戦後、東京における自動車台数の増加は、産業経済の復興とともに急激に上

昇し、1945（昭和 20）年には4万台であったものが、1958（昭和 33）年に

は40万台になり、当時は毎年5万台近くの増加を示した。そのうえ、都心部

においてはビルの建設ラッシュが起こり、さらに交通量を集中的に増加させる

要因となった。 

一方、これだけの大きな自動車交通需要があるにもかかわらず、都内の道路

整備は大幅に遅れており、都心部における交通渋滞はいっそう激しくなり、

1965（昭和 40）年には限界に達して、都内の主要交差点はまったくの交通麻

痺状態となると予測された。 

このような状況を改善するため、一般幹線街路の補完的施設として「平面交

差のない自動車専用道路（首都高速道路）」が構想され、当初計画として、都

心部を囲む環状道路と 8本の放射路線の合計約71kmの自動車専用道路網が都

市計画決定された。 

昭和 30 年代の都心部交差点 

（出典 「首都高速道路公団 20 年史」より一部引用し編集） 



参考-3 

参考１-２首都高の社会的役割の変遷 

１）1964年東京大会の成功 
 1959（昭和 34）年 5月、第 18回オリンピック大会の開催都市が東京に決

定されると、都市高速道路及び都市高速鉄道の建設などの交通対策は、大会の

成否にかかわる最緊急事案として、早急に整備する必要に迫られた。 

 1960年（昭和 35）年 12月の首都圏整備委員会において、オリンピック関

連道路が決定され、日本の表玄関であった羽田空港と都心、さらには各種オリ

ンピック関連施設を結ぶ路線が優先的に整備されることになった。 

 オリンピック東京大会の決定後、日ならずして設立された首都高速道路公団

にとって、1964（昭和 39）年 10月の開催に間に合うように関連高速道路を

整備することが当面の最大の使命となった。 

 こうして、オリンピック関連道路の建設を精力的に進めた結果、1962（昭

和 37）年 12月 20日に首都高速 1号線のうち京橋から芝浦間約 4.5kmが初

めて開通し、オリンピック東京大会を目前とした 1964（昭和 39）年 10月 1

日までにオリンピック関連道路を含む約33kmを開通させた。オリンピック開

催時には1日平均約7万 5千台の車が利用し、大会運営に大きく貢献した。 

1964 年東京大会開会式 

（出典 「首都高速道路公団 20 年史」より一部引用し編集） 
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２）都市間高速道路と一体となった幹線道路網 
 オリンピック以降、日本経済は高度成長を続け、この飛躍的な発展は、東京

への人口集中、産業の設備投資拡大などを招き、こうしたことを背景に、将来

増加が予想される東名高速や中央道などの都市間高速道路からの流入交通量を

都市内高速道路に吸収するため、各放射路線の延伸が進められた。 

 ３号渋谷線（用賀付近） 昭和 46 年 12 月都市間高速道路と初めて接続 

（出典 「首都高速道路公団 20 年史」より一部引用し編集） 

３）環境問題・交通渋滞問題に対応した機能的ネットワーク 
 新たに社会問題化してきた環境問題や、ますます深刻化する交通渋滞問題を

軸に、首都高速道路事業は新しい局面を迎え、地域の拠点間を結ぶ交通体系

や、東京都区部等の過密地域を迂回する交通体系等の整備に重点が置かれ、中

央環状線や湾岸線等の整備が進められた。 
（出典 「首都高速道路公団 20 年史」より一部引用し編集） 

 中央環状線（山手トンネル） 環境へ配慮した地下トンネル
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参考２．東京及び首都高の現状

参考２-１東京の現状（都市総合力） 
 (一財)森記念財団 都市戦略研究所が 2008 年より調査・発表している『世界

の都市総合力ランキング』によれば、東京は調査開始以来8年連続の4位であ

ったが、2016年にはパリを抜いて初めて3位となった。 

 『スコアを伸ばした主な要因は、海外からの訪問者数の増加（「文化・交

流」）、為替変動（円安）などによる米ドルベースでの物価水準や住宅平均賃料

の下落（「居住」）、羽田空港の国際化（「交通・アクセス」）などである』とさ

れている。 

 また、『City Perception Survey -都

市のイメージ調査-』によれば、『東京の

イメージは、世界的に認知されている

ランドマークを有していないものの、

先進的かつ効率的な大都市』とされて

いる。 

（出典 「世界の都市総合力ランキング 2016、2017（森記念財団）」）

（出典 「City Perception Survey -都市のイメージ調査-（森記念財団）」）

キーワードランキング（東京）

2017 
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参考２-２首都高の現状 
 1964年東京大会にあわせて建設された首都高は、時代のニーズに適応しな

がら発展的にネットワークを拡大し、2017 年 4月現在において総延長

318.9km、1日平均約 97万台の方に利用されるなど、首都圏の自動車交通を

支える重要な役割を担っている。 

 一方、開通から 30年以上を経過した

路線が総延長の全体の約6割に達するな

ど、道路の「高齢化」が深刻であり、長

期にわたって安全・安心を確保するため

に2014年から「大規模更新」「大規模

修繕」に取り掛かっている。 

 長年にわたって首都高の代名詞でもあ

った「渋滞」については、2015 年 3月

の中央環状線全線開通により、首都高都

心部の渋滞が緩和されたが、依然として

残る中央環状線やその周辺の渋滞につい

ては、更なる快適走行を実現するため、

引き続き、ネットワーク整備や車線拡

幅、効果的な情報提供などの対策が進め

られているところである。 

 また、年間1万件発生している交通事

故についても、ハード面・ソフト面での

事故防止対策に取り組まれている。 

311.1
(84%)

46.0
(12%)

16.1
(4%)

交通集中

事故

工事

渋滞量
311km･h/日

平成27年度実績
（平日平均）
2015 年度実績 
(平日平均)

2015 年度実績

5,068件
(46%)

2,757件
(25%)

2,278件
(21%)

816件
(8%)

追突
車両接触
施設接触
その他

交通事故
10,919件/年

要因別渋滞量

形態別交通事故件数

開通からの経過年数
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参考３．アドバイザリー会議 委員名簿 

首都高アドバイザリー会議 

委員名簿 

委員長 涌井 史郎 東京都市大学環境学部 教授 

委 員 天野 光一 日本大学理工学部まちづくり工学科 教授 

    石田 東生 筑波大学 名誉教授・特命教授 

   日本大学 特任教授 交通システム工学科 

    楓  千里 (株)JTB パブリッシング 取締役 法人情報事業部長 

    森  一夫 ジャーナリスト 

オブザーバー  東京都オリンピック・パラリンピック準備局 

（敬称略 五十音順）
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参考４．アドバイザリー会議 開催経緯 

首都高アドバイザリー会議 

開催経緯 

第１回 2015（平成 27）年 04月 10日（金） 

第２回 2015（平成 27）年 05月 27日（水） 

第３回 2015（平成 27）年 10月 21日（水） 

第４回 2016（平成 28）年 03月 02日（水） 

意見交換会 2016（平成 28）年 10月 04 日（水） 

現場視察 2017（平成 29）年 05月 017 日（水） 

第 5回 2017（平成 29）年 10 月 31日（火） 
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首都高アドバイザリー会議 

2017 年 11月 


